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（
日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー
ス
） 

   

小 

論 
文 

     

注
意
事
項 

 
 
 
 

１ 

問
題
冊
子
は
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

２ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 
 

３ 

問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
し
な
さ
い
。 

４ 

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
を
回
収
し
ま
す
。 

受験番号  

氏  名  
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第
１
問 

後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

問
一 
次
の
言
葉
の
中
か
ら
２
つ
選
ん
で
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 

  

１ 

ハ
行
転
呼
音 

 

２ 

言
文
一
致 

 

３ 

上
代
特
殊
仮
名
遣
い 

 

４ 

経
国
集 

 

５ 

白
樺
派 

 

６ 

読
本 

 

問
二 

仏
教
説
話
集
の
ジ
ャ
ン
ル
に
入
る
作
品
を
一
つ
あ
げ
て
、
そ
の
内
容
や
文
学
史
的
意
義
な
ど
、
知
る
と
こ
ろ
を
記
せ
（
解
答
欄
が
足
り
な
い
場
合
は
、
裏
面
に
続
き
を
記
入
す
る 

 
 

こ
と
）
。 
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問
三 

次
の
影
印
を
翻
刻
せ
よ
。 
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第
２
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

  

此
の
独
逸
語
の
イ
ヒ
・
ロ
マ
ー
ン
、
直
訳
し
て
私
小
説
な
る
も
の
は
、
私
は
浅
学
に
し
て
深
い
定
義
は
知
ら
な
い
が
、
只
、
要
す
る
に
そ
れ
は
形
式
の
問
題
で
あ
つ
て
、
小
説
の
主
人

公
を
、Ich

即
ち
「
私
は
」
と
し
て
、
書
き
出
し
た
も
の
を
、
悉
く
イ
ヒ
・
ロ
マ
ー
ン
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
其
場
合
、
イ
ヒ
即
ち
「
私
」
な
る
も
の
は
、
決
し
て
作
者
自

身
で
な
く
と
も
、
帝
王
で
も
乞
食
で
も
、
鍛
冶
屋
で
も
探
偵
で
も
、
美
妓
で
も
魔
女
で
も
、
乃
至
は
猫
で
も
甲
虫
で
も
、
松
の
木
で
も
水
で
も
、
何
で
も
い
ゝ
の
で
あ
る
。
―
―
少
く
と

も
、
独
逸
の
語
義
の
場
合
で
は
、
主
人
公
が
人
間
で
、
私
は
か
う
し
た
、
あ
ゝ
し
た
と
云
ふ
風
に
、
描
写
さ
れ
た
小
説
全
部
を
云
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

が
、
私
が
、
昨
今
謂
ふ
所
の
「
私
小
説
」
と
云
ふ
の
は
、
必
ず
し
も
さ
う
で
は
な
い
、
そ
れ
は
イ
ヒ
・
ロ
マ
ー
ン
の
訳
で
な
く
て
、
寧
ろ
、
別
な
、「
自
叙
」
小
説
と
も
云
ふ
べ
き
も

の
で
あ
る
。
一
言
に
し
て
云
へ
ば
、
作
家
が
自
分
を
、
最
も
直
截
に
さ
ら
け
出
し
た
小
説
、
と
云
ふ
程
の
意
味
で
あ
る
。 

然
ら
ば
、「
自
叙
伝
」
と
か
、「
告
白
」
と
か
と
同
じ
か
、
と
云
ふ
と
、
そ
れ
は
さ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
飽
く
迄
、
小
説
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
藝
術
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の

微
妙
な
一
線
こ
そ
、
後
に
説
く
心
境
問
題
と
相
俟
つ
て
、
所
謂
藝
術
非
藝
術
の
境
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
単
な
る
自
叙
伝
、
乃
至
告
白
の
為
の
告
白
は
、
最
も
私
の
「
私
小
説
」
に
近

い
、
原
型
に
似
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
表
現
が
藝
術
で
な
い
以
上
、
私
の
「
私
小
説
」
に
は
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

（
略
） 

即
ち
私
は
、「
私
小
説
」
の
本
体
た
る
「
私
」
が
、
如
何
に
ツ
マ
ラ
ヌ
、
平
凡
な
人
間
で
あ
つ
て
も
、
い
ゝ
と
極
言
し
た
い
。
そ
し
て
問
題
と
す
べ
き
は
、
只
そ
の
「
私
」
な
る
も
の

が
、
果
し
て
如
実
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
か
否
か
、
に
か
ゝ
る
。
本
も
の
ゝ
「
私
」
か
、
偽
も
の
ゝ
「
私
」
か
、
に
か
ゝ
る
。
そ
し
て
本
も
の
ゝ
「
私
」
な
ら
、
そ
の
「
私
」
が
表
現
し
た

い
意
欲
を
感
じ
た
限
り
、
き
つ
と
一
個
の
存
在
価
値
を
持
つ
事
を
信
ず
る
。 

 

だ
か
ら
、
私
は
此
処
に
繰
り
返
し
て
云
ふ
。
凡
ゆ
る
人
は
、
み
ん
な
「
私
小
説
」
の
材
料
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
誰
で
も
が
、
表
現
力
に
於
て
恵
ま
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
一
つ
一

つ
私
小
説
を
書
き
残
し
て
、
死
ん
で
行
く
の
が
本
当
な
の
だ
。
が
、
其
中
で
、
自
己
の
中
な
る
「
私
」
を
真
に
認
識
し
、
そ
れ
を
再
び
文
字
を
以
て
如
実
に
表
現
し
得
る
も
の
の
み
が
、

藝
術
家
と
仮
り
に
称
せ
ら
れ
て
、
私
小
説
の
堆
積
を
残
し
て
行
く
の
で
あ
る
。 

            
 

 
 

 
 

 
 

著
作
権
の
二
次
利
用
権
許
諾
を
得
て
い
な
い
た
め
、
表
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 
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そ
の
「
如
実
に
」
と
は
、
併
し
決
し
て
写
実
的
な
意
味
で
、
其
儘
の
形
で
、
と
の
謂
で
は
な
い
。
歪
み
な
く
、
過
不
及
な
き
形
で
は
あ
る
が
、
素
材
の
ま
ゝ
で
、
と
の
謂
で
は
な
い
。 

 

其
処
に
は
必
ず
一
つ
の
、
あ
る
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
要
す
る
。「
私
」
を
コ
ン
デ
ン
ス
し
、
―
―
融
和
し
、
濾
過
し
、
集
中
し
、
攪
絆
し
、
そ
し
て
渾
然
と
再
生
せ
し
め
て
、
し
か
も
誤

り
な
き
心
境
を
要
す
る
。
是
が
私
の
第
二
段
の
「
心
境
小
説
」
の
主
張
で
あ
る
。 

 

茲
に
於
て
、
真
の
意
味
の
「
私
小
説
」
は
、
同
時
に
「
心
境
小
説
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
心
境
が
加
は
る
事
に
依
つ
て
、
実
に
「
私
小
説
」
は
「
告
白
」
や
「
懺
悔
」
と
微

妙
な
界
線
を
劃
し
て
、
藝
術
の
花
冠
を
受
く
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
な
き
「
私
小
説
」
は
、
そ
れ
こ
そ
一
時
文
壇
で
称
呼
さ
れ
た
如
く
、
人
生
の
紙
屑
小
説
、
糠
味
噌
小
説
、
乃
至
は

単
な
る
惚
気
、
愚
痴
、
管
、
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。 

 

問
一 

右
の
文
章
は
、
「
心
境
小
説
」
を
命
名
し
た
、
あ
る
作
家
の
文
章
で
あ
る
。
そ
の
作
家
名
を
答
え
よ
。 

問
二 

著
者
が
主
張
す
る
「
イ
ヒ
・
ロ
マ
ー
ン
」
と
「
私
小
説
」
の
違
い
を
、「
語
り
手
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 

問
三 

明
治
四
〇
年
、
四
一
年
に
発
表
さ
れ
た
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
が
、「
私
小
説
」
の
嚆
矢
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
。 

問
四 

私
小
説
作
家
と
考
え
ら
れ
る
作
家
を
三
名
挙
げ
よ
。 

問
五 

昭
和
二
年
に
、
「
饒
舌
録
」
と
い
う
文
章
で
、
こ
の
主
張
と
対
立
す
る
意
見
を
述
べ
た
作
家
の
名
を
答
え
よ
。 

問
六 

問
五
の
作
家
と
論
争
し
た
作
家
の
名
を
答
え
、
そ
の
論
争
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

著
作
権
の
二
次
利
用
権
許
諾
を
得
て
い
な
い
た
め
、
表
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 



年度 2026年度

研究科 人文学研究科

課程 修士課程

専攻・コース等 人文学専攻　日本語・日本文学コース

試験科⽬ 小論文

実施日（試験日） 2025年2⽉21日

解答⼜は解答例及び出題意図

　今次の当該試験科⽬は大問二題を出題した。学士課程レベルの学力を有し、日本語学、日本語史および日本文学の歴史

や研究史関する基本的な事項を修得しているか、自身の研究学術的活動の基礎として、的確に位置づけられているか問う

⽬的であった。以下、設問ごとに採点時の観点を記す。

第１問

　問一

　　①日本語学、日本語史、日本文学史についての基本的な用語の意味を正確に理解しているか。

　　②それらの用語が持つ歴史的な背景、意義を正確に理解しているか。

　　➂それらの用語の具体的な例についても把握しているか。

　問二

　　①日本古典文学のジャンルや文学史的意義について正確に理解しているか。

　　②具体的な例を挙げながら論理的な説明ができているか。

　問三

　　①基本的な変体仮名を読み取ることができるか。

第２問

　　①日本近代文学史の基本事項を正確に理解しているか。

　　②作品分析の重要概念を理解しているか。

　　➂具体的な例を挙げながら論理的な説明ができているか。

■出題意図

　本学大学院人文学研究科日本語・日本文学コースのアドミッションポリシーを踏まえ、以下の点をはかる意図で出題し

た。

　⑴日本語学、日本文学に関する専門知識を有し、かつその知識を自らの研究において有効に位置づけられているか。

　⑵文学史、研究史における論争の背景、要因を理解し、その今日的な意義について考えているか。

　⑶問題意識を常に持って、既知のことがらの新しい意味を見出そうとしているか。


